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社　名　　Paix Avi株式会社　（ペイックスアヴィ株式会社）

代　表　　本間貴大

事業内容　1.行政手続きのDX化事業

　　　　　2.ドローンに関するコンサルティング事業

設　立　　２０２２年１０月
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無人航空機（ドローン）は、「空の産業革命」とも言われ、

既に空撮や農薬散布、測量、インフラの点検等に広く活用されています。

また法人のみならず、個人事業主・趣味利用としての利用も広まりドローンがより身近になりつつあります。

ただし、操作技術とは別に正しい法的知識と様々な許認可が必要です。

最先端分野であるため法改正や制度改定が頻繁に行われており、2022年12月5日にはレベル4飛行の実現に向けた大幅な

制度改正が実施されました。さらに、その後も安全性の確保とドローンの利活用推進の両立を目的として、継続的に制度

改正や運用の見直し、解釈の整理等が行われており、飛行管理に求められる内容はより高度化・複雑化しています。

Paix Avi株式会社は飛行に伴う高度で複雑な管理・手続きをDX化することにより、

ドローンを飛行させるすべての人のより安全で適切な飛行管理を実現し、ドローンの飛行に関する不安を払拭し、

多くのドローンユーザーやこれからドローン活用を考える人々にとって最適なサポートを実現していきます。

ドローンの飛行を、もっと身近に
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Our Service

行政書士が完全設計・運営するドローン運用管理クラウド。

機体登録から飛行日誌まで、法務面のリスクを最小化します。

フライトダウン
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機体登録 飛行許可・承認申請 飛行計画通報 飛行日誌の作成

機体の所有者登録が

必須です。発行され

た登録記号を表示

し、リモートID情報

の書き込み作業を行

う必要があります。

空域・方法に応じて

適切な飛行許可・承

認の取得が必要で

す。取得した許可書

は携行義務がありま

す。

飛行させる前に飛行

計画の通報を行わな

ければいけません。

通報した飛行計画は

他人と重複しないよ

うに調整が必要で

す。

飛行、点検、改造等

の記録を指定された

フォーマット及び方

法での作成・保管が

義務であり、飛行の

際には、携行しなけ

ればいけません。
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事業者に課せられる4つの法的義務

どれか1つでも不適切だと、航空法違反となります。

本人が気づかずに航空法に違反した状態で事業を実施している場合が散見されます。

手続自体は行っていても、誤った理解・運用をしてしまっているケースが非常に多いです。

FwriteDown行政書士事務所　行政書士　本間貴大
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ドローン運用、見落とされがちなリスク
航空法の大幅な改正から3年。

その後の制度や解釈等のアップデートを正確に把握できていますか？

機体の定期点検期限をカレンダー

やメモで管理している

飛行日誌を、国指定とは異なる

独自フォーマットで管理している

制度等の改正内容を最後に確認し

たのは1年以上前だ

飛行計画の通報と飛行日誌の記録

がツールごとに分散している

社内に航空法の管理担当がいない
チームで管理方法についてのすり

合わせがあまりできていない
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FwriteDown導入メリット

ドローンの法務が一つにまとまります。

機体管理・飛行許可・飛行計画・飛行日誌・各種期限管理まで、バラバラだった

運用・管理を一つに。

Before After

【これまでの運用】

・DIPSで計画通報

・Excelで飛行日誌作成

・DIPSで機体及び許可書の確認

・カレンダーで期限管理

・紙、メールで情報共有

【FwriteDown】

・飛行計画から日誌を自動生成

・DIPS連携で機体及び許可書データ

　を自動反映、管理

・期限アラートで更新忘れ防止

・チーム全員がリアルタイムで共有

属人的・ミス多発・非効率 一元管理・法令遵守・チーム対応
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管理・申請

管理・通報

管理・作成

管理

サポートツール

DIPSの機体情報を連携取得

独自の名称設定で、同機種の識別性を向上

機体・操縦者ごとの各記録確認

DIPS連携で包括飛行許可申請

行政書士が特殊な飛行許可申請もサポート

DIPSの飛行許可情報を連携取得 

DIPS連携でFwriteDownから飛行計画通報

DIPSの飛行計画情報を連携取得

他者の飛行計画の確認が可能

飛行日誌作成に必要な機能を網羅

通報した飛行計画から飛行日誌を連携生成

機体ごと・操縦者ごとに記録出力

飛行許可書、機体登録、定期点検、技能証明書、

賠償保険、機体保険の各種有効期限の管理が可能

期限が近づくとアラート通知 

ドローン専門の行政書士への相談 

飛行禁止エリア確認マップ

他者の飛行計画情報の確認マップ 

申請書や飛行マニュアル等の各書類の管理

飛行許可

飛行計画

飛行日誌

各種期限

行政書士相談

機体・操縦者
管理

ドローン専門の行政書士が設計、運営する包括的なドローン運用管理機能

070707 FwriteDown6つの機能
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１.機体管理

DIPSとシステム連携！

初回セットアップが簡単!!

DIPSから機体情報を自動連携。
機体情報の詳細も自動で反映されます。

用途に応じて機体ごとに独自の名称を設定でき

るため、同機種であっても識別が容易です。
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１.操縦者管理

操縦者の技能証明の有効期限や飛行時間など

も一元管理が可能です。
操縦者ごとに飛行記録をPDF出力できるため、

飛行実績の根拠資料としても活用できます。

操縦者情報も管理！

操縦者ごとの飛行記録を出力可能！



101010

© 2026
Paix
Avi
Corp.

２.飛行許可管理・申請

DIPSから許可書情報を自動連携。

具備書類を含む申請書・飛行マニュアルをア

ップロードすることで一元管理が可能です。

オプション機能として、行政書士のサポート

を受けて許可申請も可能です。

DIPSとシステム連携！

許可書情報を一元管理！

東京都東京市東京１ー２－３、千葉県千葉市千葉４
－５－６、神奈川県神奈川市神奈川７－８－９、愛
知県愛知市愛知１０－１１ー１２
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３.飛行計画管理・通報

DIPSから飛行計画を取得し、これまでDIPS

で行っていた計画通報をFwriteDownで実施

できます。通報した飛行計画と連携すること

で飛行日誌を簡単に作成できます。

DIPSとシステム連携！

飛行計画情報を一元管理！
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４.飛行日誌の作成

通報した飛行計画と連携すること

で効率的な飛行記録の作成が可能。

不具合が発生した場合の点検

整備記録を自動生成。

各記録は航空局の指定する様

式でいつでもPDF出力可能。
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５.各種期限管理

全6種の有効期限の管理が可能。期間満了の1か月前にアラート通知。

①飛行許可書 ②機体登録 ③定期点検 ④技能証明書 ⑤賠償保険 ⑥機体保険

※イメージ画像
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６.行政書士相談・サポートツール

ドローン専門の行政書士に

フォームからいつでも法律相談が可能。

飛行マップナビで、禁止エリアや

他人の飛行計画を確認。
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FwriteDown活用イメージ
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サブスクリプションプラン

（990円/月）

ビジネスプラン：59,880円／年→49,990円／年

スタンダードプラン：11,880円／年→9,990円／年

年払いの場合は、特別割引となります。
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オールインワンプラン

①DIPSのアカウント作成解説動画でフォロー

②機体登録申請解説動画でフォロー

③1年間の包括許可取得（DID・夜間・目視外・30m未満）

ドローン初心者 つの機能に加えて６

翌月以降は、990円のスタンダードプランに移行します。

全ての手続きを

サポート！

包括許可を取りたい方
には
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エンタープライズプラン／複数拠点で事業を実施している方向け

管理機能で複数拠点の運用を統一・可視化することで法務リスクをカバー。
※カスタマイズになるので費用等は別途お見積りとなります。

※イメージ画像
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管理機能／機体管理

※イメージ画像
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管理機能／操縦者管理

※イメージ画像
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管理機能／各記録管理

※イメージ画像
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サービスに関するお問い合わせは
こちらまで

Fwr i teDownサービス担当

fwr i tedown@paixav i .com
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